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日本では1980年代以降、不安定な職が顕著に増加してきた。非正規雇用の増加の要因とその影響については研究がなされてきているが、未解明の事実も多く存在する。本研究では、日本の労働力調査と労働力調査特別調査のミクロデータを用い、年齢・性別・配偶関係別の雇用形態が1980年代からどのように変化してきたかを分析する。我々は特に、日本で職の安定性に基づく労働者の分類に用いられてきた2つの異なるコンセプト、即ち、その職の職場での呼称に基づくものと雇用契約期間に基づくものの双方を用い、日本における職の安定性とその推移の実態をより詳細に把握する。我々の分析は、日本では1980年代以降、様々な属性の労働者と企業において、不安定な職の比率が高まってきたことを示している。
